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第 112号 国  電

P
Ｎ
丁
Ｔ
東

・
西
地
域
会
社

県
内
市
外
通
話
料
な
ど
大
幅
値
下
げ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西
地
域
会
社
は
、
十
月

一
日
か
ら
の

プ
ラ
イ
ス
キ
ャ
ッ
プ
制

（消
費
者
物
価
指
数
に
基
づ

い
た
上
限
を
設
け
て

〈
郵
政
省
が
設
定
〉
そ
の
範
囲

内
な
ら
、
自
由
に
料
金
設
定
が
で
き
る
制
度
）
適
用

開
始
に
あ
わ
せ
、
県
内
市
外
通
話
料
の
大
幅
値
下
げ

と
、
思
い
切

っ
た
通
話
料
金
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
。

競
争
相
手
の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
各
社
に
遅
れ
を
と

っ
て
い
た

料
金
水
準
を

「優
先
接
続
」
も
視
野
に
入
れ
、
競
争

力
増
強
を
は
か
る
た
め
値
下
げ
し
た
も
の
。

県
内
市
外
通
話
の
値
下
げ

値
下
げ
の
対
象
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
の
格
差
が
激
し
い

「
二
十
～
三
十
キ
ロ
」
か
ら

「百
キ
ロ超
」
ま
で
の
中

。

遠
距
離
の
四
つ
の
距
離
区
分
の
料
金
。

値
下
げ
に
当
た
り
、
ま
ず
、
四
段
階
の
距
離
区
分

を

「
二
十
～
六
十
キ
ロ
」
と

「六
十
キ
ロ
超
」
の
二
区
分

に
統
合
す
る
。
こ
の
結
果
、
県
内
市
外
の
最
遠
距
離

区
分
は

「六
十
ち
超
」
と
な
り
、

「百
キ
ロ超
」
は
な

く
な
る
。

値
下
げ
内
容
は

「
二
十
～
六
十
キ
ロ
」
を
、
こ
れ
ま

で
の
昼

・
夜
間

（
三
分

・
以
下
同
じ
）
四
十
～
五
十

円
だ

っ
た
も
の
を
三
十
円
に
、
深
夜

。
早
朝
は
、
三

十
円
を
二
十
円
に
す
る
。

「六
十
キ
ロ超
」
は
、
こ
れ

ま
で
の
、
昼
間
八
十
円
～
九
十
円
を
四
十
円
に
、
夜

間
六
十
円
～
八
十
円
を
三
十
円
に
、
深
夜

。
早
朝
四

十
円
～
六
十
円
を
二
十
円
に
引
き
下
げ
る
も
の
。

こ
の
結
果
、

「百
キ
ロ
超
」
の
料
金
は
半
分
以
下
と

な
る
ほ
か
、
深
夜

・
早
朝
料
金
は
県
内
市
外
通
話
が）

す
べ
て
二
十
円
に
な
る
。

今
回
の
平
均
値
下
げ
率
は
四
十
％
、
最
大
は
六
十

六
％
。
又
、
値
下
げ
に
よ
る
減
収
は
、
東

・
西
あ
わ

せ
て
三
百
億
円
の
見
込
み
と
い
う
。

通
話
料
金
割
引
サ
ー
ビ

ス

マ
ス
ユ
ー
ザ
ー
向
け
、
企
業

ユ
ー
ザ
ー
向
け
に
三

つ
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
。

マ
ス
ユ
ー
ザ
ー
向
け
は

「ケ
ン
タ
く
ん
」
と
い
う

名
の
市
内

・
市
外
通
話
を
対
象
と
し
た
定
額
料
不
要

の
割
引
サ
ー
ビ

ス
。

同

一
県
内
の
通
話
で
、
通
話
料
の
多
い
上
位
二
番

号

へ
の
通
話
料
が
月
間

一
千
五
百
円
以
上
と
な

っ
た

場
合
、
そ
の
通
話
料
を
市
内
は
十
％
、
市
外
は
三
十

％
割
り
引
く
と
い
う
も
の
。
従

っ
て
こ
の
サ

‐ビ

ス

を
利
用
す
る
と

「三
分
十
円
」
の
市
内
通
話
が

「二

分
九
円
」
と
な
る
勘
定
。

次
に
、
企
業

ユ
ー
ザ

ー
向
け
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
は

「
ワ
リ

マ
ッ
ク
ス
」
と

「
ワ
リ
ビ

ッ
グ
」
。
い
づ
れ

も
市
内

・
市
外
通
話
を
対
象
と
し
た
定
額
料
不
要
の

サ
ー
ビ

ス
．

「
ワ
リ

マ
ッ
ク
ス
」
は
、
　
”最
大
の
割
引
“
と
い

う
意
味
。

ユ
ー
ザ

ー
の
複
数
の
支
店

。
事
業
所
が
利

用
し
て
い
る
県
内
通
話
料

の
合
計
が
、
月
間
百
万
円

以
上
と
な

っ
た
場
合
、
市
内
は
十
％
～
十
五
％
、
市

外
は
十
五
％
割
り
引
く
と
い
う
商
品
。
県
内
に
複
数

の
拠
点
を
か
か
え
る
大
ロ
ユ
ー
ザ
ー
に
最
適
の
サ
ー

ビ

ス
．「

ワ
リ
ビ

ツ
グ

一
は
、
　
”大
き
な
割
引
“
と
い
う

意
味
。

「
ワ
リ

マ
ッ
ク
ス
」
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

中
小
規
模
の
企
業

ユ
ー
ザ
ー
を
囲
い
込
も
う
と
す
る

商
品
で
、
同

一
事
業
所
内

の
県
内
通
話
料
が
月
間
二

十
万
円
以
上
と
な

っ
た
場
合
、
市
内
は
十
％
～
十
五

％
、
市
外
は
十
五
％
割
り
引
く
と
い
う
も
の
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
定
額
料
不
要

の
割
引
サ
ー
ビ

ス
は
初
め

て
で
あ
り
、
こ
の
種
の
サ
ー
ビ

ス
が
ブ
ラ
ン
ク
だ

っ

た
た
め
、
不
利
な
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
た
東

・
西

の
現
場
第

一
線
で
期
待
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
今
回
の
割
引
サ
ー
ビ

ス
は
、
携
帯
電
話

ヘ

の
通
話
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通
話
に
つ
い
て
は
、
対

象
外
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

（詳
細
は
、
局
番
な
し
の

一
一
一
六
番
」

へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
）

県内市外通話料金値下 げ内容 (3分問通調金)

距 離 区 間 間

～ 19時 )

昼

跳

夜

１９

間

～ 23時 )

深 夜 。早 朝

(23時 ～ 8時 )

隣 接・´ヽ 20キロ

20 -30キロ 40 1

-――→ 30

50 1

nrl LZi%
_+ 30

rol 140%

30 l 33%

-+ 
20

30 r 33%-60

60～ 100″ uol r50%
_.+40
e0l 155%

uol r50%
+30

80 L 62%

40 r 50%
_c+ 20

60 l 66%口超

(注 )二重綿」l枠内が今回の値下げ対象・▲印は値下げ率
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第 112号 友四

口　
悧
・Ｔ
［
曰
却
則
ギ

・百
は
村
卿
「
脚
拓
―こ‐
町
列
，Ｌ

Ｎ
Ｔ
Ｔ

（持
株
会
社
）
は
こ
の
ほ
ど
、
傘
下
グ
ル

ー
プ
会
社
百
二
十
四
社

（グ
ル
ー
プ
協
定
締
結
会
社
）

の
平
成
十

一
年
度
決
算
を
発
表
し
た
。

グ
ル
‐
プ
会
社
の
ワ
ク
組
み
が
変
更
し
た
た
め
、

前
年
度
と
は
単
純
比
較
で
き
な
い
が
、
そ
の
決
算
数

値
は
、
再
編
を
は
さ
ん
で
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
経

営
戦
略
が
、
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

売
上
一局
は

旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
社
を
含
め
た
グ
ル

‐
プ
百
二
十
四
社

の
十

一
年
度
売
上
高
は
、
十
二
兆
六
千
二
百
二
十
二

億
円
で
、
前
年
度
よ
り
八
千
九
百
二
十
六
億
円

（七

％
）
も
上
回

っ
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
社

（持
株

。
東

・

西
地
域

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ム
）
は
六
兆
九
百
三
十
九
億
円

で
、
前
年
度
比
四
百
三
十

一
億
円

（
一
％
）
の
減
少
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
全
体
の
売
上
高

に
占
め
る
割
合

も
過
半
数
割
れ
が
更
に
進
み
、
前
年
度
よ
り
三
％
下

が
り
四
十
五
％
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ド

コ
モ
九
社
は
絶
好
調
で
、
前
年

度
比
五
千
七
百
十
二
億
円

（十
七
％
）
増
の
二
兆
九

千
二
百
七
十
四
億
円
の
売
上
を
計
上
。
グ
ル
ー
プ
全

体
の
売
上
高
に
占
め
る
ド

コ
モ
九
社

の
構
成
比
は
、

前
年
度
よ
り
三
％
上
昇
し
二
十
九
％
と
な

っ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社

を
事
業
の
計
画
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に

よ

っ
て
四

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類

（
一
類
＝
規
制
会
社

〈
東

。
西
地

域
会
社
の
三
社
〉
二
類
＝
競
争
会

社

〈
デ
ー
タ
、
ド

コ
モ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

コ
ム
の
十

一
社
〉
三
類
＝
委
託
会

社

〈
コ
ム
ウ

エ
ア
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ィ
‐
ズ
、
Ｍ
Ｅ
各
社
、
番
号
情
報

等
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
委
託
業
務

を
担
当
す
る
十
七
社
〉
四
類
＝
新

規
事
業
会
社
九
三
社
〉
）
。

「三

・
四
類
グ

ル
ー
プ
の

一
般

市
場
で
の
売
上
高
」
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
　
プ
の
成
長
度
を
示
す
バ

ロ

メ
ー
タ
ー
と
し
て
い
る
が
、
十

一

年
度
の
売
上
増
は
九
百
十

一
億
と

な
り
、
再
編
四
社

の
四
百
三
十

一

億
円
の
目
減
り
を
完
全
に
カ
バ
ー

し
、
グ
ル
　
プ
経
営
は
着
実
に
進

ん
で
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

）
経
常
利
益
は

グ
ル
ー
プ
百
二
十
四
社
全
体
の
経
常
利
益
は
、
前

年
度
比
二
十
六
％
増

（
一
千
七
百
七
十
九
億
円
増
）

の
八
千
七
百
七
億
円
と
大
躍
進
し
た
。

内
訳
を
み
る
と
、
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
社
は
二
千
六
百
三

十
二
億
円
で
、
前
年
度
比
二
百
五
十
九
億

（十

一
％

）
の
増
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西
の
中
期
経
営
改
善
施
策
が

進
展
、
功
を
奏
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
ド

コ
モ
九
社
の
躍
進
は
ケ
タ
違
い
の
勢
い

で
、　
一
千
五
百
十
五
億
円

（
四
十
三
％
）
増
の
五
千

五
十
二
億
円
に
達
し
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
五
十
八
％

を
稼
ぎ
出
し
、
こ
こ
で
も
ド

コ
モ
の
牽
引
力
が
大
き

ぐ
寄
与
し
て
い
る
。

愛滲隷雌制ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

・
愛
媛
支
店
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
携
帯
電
話
等
の
急
速
な
普
及
と
、
高
度

。
多

様
化
す
る
お
客
様

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、

コ

ス
ト
構
造
の
改
善
を
は
か
る
た
め
、
営
業
体
制
の
見

直
し
を
行
い
十

一
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

新
営
業
体
制
の
構
築

愛
媛
県
内
の
支
店
は
、
愛
媛

（松
山
市
）
、
南
予

（大
洲
市
＝
宇
和
島
支
店
と
八
幡
浜
支
店
を
統
合
し

南
予
を
カ
バ
ー
す
る
南
予
支
店
を
大
洲
市
に
新
設
）

今
治
、
新
居
浜
の
四
支
店
体
制
と
し
、
訪
問
等
に
よ

る
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
営
業
を
充
実
す
る
等
、
Ｉ
Ｔ
時

代
に
マ
ッ
チ
し
た
新
た
な
営
業
体
制
を
構
築
す
る
と

し
て
い
る
。

（
５
ぺ

‐
ジ
下
段

へ
続
く
）

N tt Tグ ル ープ 124社 の 11年 度決算 靴 :億 円

区  分 11年度 10年度 増  減 増減率

れ

・プ

各
社

売上高

構成比

75,283
55%

66,488
52%

8,795

経常利益

構成比

6,075

70%

4,648

66%

1,427

Ｎ
Ｔ
Ｔ
臨
雌

売上高

構成比

60,939

45%

61,370
48%

経常利益

構成比

2,632

30%

2,373

34%

れ

・プ

全

体

売上高

構成比

136,222
100%

127,858

100%

8,926

経常利益

構成比

8,707

100%

7,021

100%

1,779

企 業 数
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第 1 12号 電

/

目　
疑
臓
』
嚇
郵
△ムＢ
第
＝
回
評
議
員
会
開
催
　
」

七
月
七
日
、
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
で
第
二
十
二
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
西
本
本
部
長
が
出
席
し
ま
し

た
Ｇ
主
な
議
題
は
、
①
第
十
四
回
常
任
理
事
会
報
告
、

②
第
十

一
回
評
議
員
会
議
案
、
③
電
友
会
十
周
年
記

念
行
事

（
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
幹
部
と
電
友
会
幹
部
と
の
意
見

交
換
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
賞
受
賞
団
体
の
再
表

彰
）
、
④

「優
先
接
続
制
度
」
に
対
す
る
取
組
み
、

⑤

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
施
策
の
推
進
等
で
し
た
。

又
、
同
日
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
評
議
員
会
に
は
、

西
木
本
部
長
の
他
に
、
愛
媛
か
ら
進

・
徳
島
か
ら
賀

川

・
高
知
か
ら
岡
本
の
三
評
議
員
が
出
席
し
て
、
①

十

一
年
度
事
業
報
告
、
②
十

一
年
度
収
支
計
算
書
、

③
十
二
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

（案
）
④
役

員
選
任
等
を
審
議
し
、
こ
れ
ら
を
承
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
十
二
年
度
事
業
計
画
の
主
な
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
幹
部
と
電
友
会
幹
部
と
の
意
見
交
換

会
の
実
施

②
　
電
友
会
組
織
の
強
化

（会
員
増
加
、
グ
ル
ー

プ
会
社
退
職
者
の
入
会
阻
害
要
因
の
解
消
）

③
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
諸
施
策

へ
の
協
力
と
推
進

④

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
普
及
施
策
の
推
進

⑤
　
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

「
Ｎ
Ｔ
丁

・
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
四
国

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
１０
／
２３
日
オ
ー
プ
ン

平
成
十
二
年
度
の
通
信
白
書

（郵
政
省
）
に
よ
れ

ば
、

「五
年
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
口
は
、
七
千）

六
百
万
人
を
超
え
、
人
口
普
及
率
も
六
十
％
に
達
し
、

米
国
に
並
び
世
界
の
ト

ッ
プ
に
な
る
」
と
推
測
さ
れ

て
い
る

（十

一
年
末
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
人
口
＝
二

千
七
百
万
人
、
人
口
普
及
率
＝
二
十

一
％
で
世
界
で

十
二
番
目
）
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
、
こ
こ

数
年
の
う
ち
に
生
活
必
需
品
と
な
る
ほ
ど
の
勢
い
で

普
及
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

（

グ
ル
ー
プ
を
含
む
）
に
お
い
て
は
、
事
業
全
体
を
構

造
的
に
転
換
し

「情
報
流
通
企
業
」
と
し
て
、
新
た

な
発
展
を
期
す
べ
く
諸
施
策
を
推
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
電
友
会
に
お
い
て
も
、
か
ね
が
ね

マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
教
室
の
開
催
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会

。
電
友
会
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
の
結
成
等
を
通
じ
、
イ
ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
人
口
の
増
加
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
た
び
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
様
の
ご

好
意
に
よ
り

「Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
四
国

（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
」
が
開
設
さ
れ
、
十
月
二
十
二
日
の
電

信
電
話
記
念
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。情

報
内
容
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
、
電
友
会

情
報
の
ほ
か
、
Ｏ
Ｂ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
慶
弔

・
叙
位
叙
勲
情
報
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
宿
泊

施
設
案
内
等
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

四
国
電
友
会
で
は
、

「電
友
会
」
の
ぺ
―
ジ
を
活

用
し
、
電
友
会
情
報
を
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
電
友
会
、
電
友
会
会
員
相
互
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
パ
イ
プ
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、

若
返
り
と
生
活
の
充
実
の
た
め
、
積
極
的
に
利
用
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
‐
ご
蘇す

）

会
員
２
一・・ギ
一̈明
な
刊
『
と
そ
Ｐ
一責
〓
〓

七
一、
Ｈ
一

域
の
マ
ｔ
手
メ
デ
ィ
マ
化
を
Ｉ̈Ｅ
進
し
て
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
の
支
援
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
利
用

さ
れ
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
．

不
十
分
な
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご

協
力
を
得
て
、
逐
次
補
強
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｒ
一
一
し

¨
＼
＼
ヨ
ー
ヨ
・
●
一
一
ｌ
ｏ
σ

的
Ｆ

」
υ
＼
＼

平
成
十

二
年
度
版
会
員
名
簿
発
行

十
二
年
度
版

の
会
員
名
簿
が
で
き
ま
し
た
。
各
種

会
合
等
を
利
用
し
て
逐
次
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

お
急
ぎ
の
方
、
お
近
く
の
方
は
、
各
県
支
部
の
事

務
局
で
お
受
取
下
さ
い
。

な
お
、
そ
の
際
、
知
人

・
友
人

・
お
近
く
の
方
の

分
も
お
預
か
り
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。
郵

送
料
節
約
の
た
め
、
是
非
ご
協
力
下
さ
い
。

Ｎ
丁
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン

「
か
つ
や
ま
」
移
転

Ｏ
Ｂ
の
交
流
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ

サ

ロ
ン

「か

つ
や
ま
」

（松
山
市
）
が
左
記

へ
移
転

し
ま
し
た
。
な
お
、
電
話
番
号

・
利
用
時
間
等
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

移
転
先
　
　
松
山
市
平
和
通
四
―

一
―

一
〇

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
平
和
通
ビ
ル
内

電
話
番
号
　
〇
八
九
―
九
四
三
―
九
二
七
四

利
用
時
間
　
月
曜
～
土
曜
　
十
時
～
十
八
時

―- 4 -―



第 112号 友四

愛
媛
電
友
会
で
地
域
交
流
会
を
開
催

愛
媛
電
友
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
新
居
浜

。
今
治

・

八
幡
浜

（
１０
／
１４
日
予
定
）

。
宇
和
島
の
四
会
場

（

左
表
）
で
地
域
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

愛
媛
の
場
合
、
地
理
的
条
件
等
も
あ
り
、
総
会
や

レ
ク
行
事

。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ァ
教
室
等
の
参
加
者
が

ど
う
し
て
も
中
予
主
体
と
な
り
、
東

。
南
予
会
員
の

参
加
が
少
な
く
、
疎
遠
に
な

っ
て
い
た
た
め
、
解
消

策
の

一
助
と
し
て
、
今
回
初
め
て
実
施
し
た
も
の
．

電
友
会
か
ら
は
、
会
長

（新
居
浜

。
今
治

・
八
幡

浜
は
副
会
長
）

・
地
区
常
任
幹
事
が
出
席
し
、
電
友

会
の
活
動
状
況
等
を
説
明
、
協
力
を
呼
び
か
け
親
交

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
地
元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
長
様
等
幹
部
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
現
状
等

有
益
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
別
の
集
会
だ

っ
た
た

め
、
顔
な
じ
み
が
多
く
楽
し
く
懇
談
で
き
た
ほ
か
、

電
友
会

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
現
状
が
よ
く
分
か
っ
た
。
今
後

も
継
続
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
多
か

っ
た
。

香
川
電
友
会
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

従
来
か
ら
Ｉ
Ｔ
時
代
に
向
け
て

「Ｏ
Ｂ
も
パ
ソ
コ

ン
の
使

い
方
ぐ
ら
い
は
知

っ
て
お
き
た
い
」
と
い
う

要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
機
材
や
講

師
、
場
所
の
関
係
か
ら
の
び
の
び
に
な

っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
今
回
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
並
び
に
テ
ル
ウ

ェ
ル
様
の
ご

好
意
に
よ
り
よ
う
や
く
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

全
く
の
初
心
者
も
含
め
て
、
希
望
者
二
十
名
を
グ

ル
　
プ
分
け
し
て
、　
一
回
に
五

・
六
名
づ

つ
二
日
間

の

コ

，
ス

で

、

九

月

十

四

日

か

ら

Ｏ

Ｂ

サ

ロ

ン

一
た

ま
も
」
で
実
施
。

パ
ソ
コ
ン
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル

な
ど
と
意
気
込
ん
で
始
め
ま
し
た
が
、
聞
く
と
触
る

と
で
は
大
違
い
と
は
こ
の
こ
と
か
と
納
得
。

ど
こ
か
に
触

っ
て

「全
部
消
え
て
し
ま

っ
た
」
と

か
、
操
作
が
間
違

っ
て
い
る
の
に

「機
械
が
言
う
こ

と
を
き
か
ん
」
と
か
、
喧
し
い
限
り
で
す
が

「
マ
ウ

ス
ー
出
来
た
ら
こ
ん
な
に
便
利
な
も
の
は
な
い
」
と

言
う
の
も
全
員
の

一
致
し
た
感
想
で
す
。

で
も
、
そ
こ
ま
で
に
な
る
の
は
何
時
の
こ
と
か
気

の
長
い
話
で
す
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
折
角
の
機
会
を
無
駄
に
せ
ず

Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
Ｅ
メ
ー
ル
を
交

換
す
る
日
を
夢
見
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
る

一
同
で
す
．

【
追
伸
】

二
日
間
の
コ
ー
ス
が

一
巡
し
ま
し
た
の
で
、
十
月

か
ら
は
毎
週

一
回

（木
曜
日

・
十
時
～
十
六
時
）
定

例
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

高
知
電
友
会
で
敬
老
行
事
を
実
施

高
知
電
友
会
で
は
、
今
年
も

「敬
老
の
日
」
に
因

ん
で
、
九
十
歳
以
上
の
会
員
宅
を
訪
問
し
て
、
プ
レ

）
ゼ
ン
ト
を
贈
り
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
五
名

（男
性
四

。
女
性

一
）
で

し
た
が
、

「皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
大
変
嬉
し
い
」
と

喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

こ
の
施
策
は
、
高
知
電
友
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
施
策

で
今
年
が
三
回
目
。
先
輩
の
ご
健
勝
を
祈
り

つ
つ
来

年
以
降
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
お
手
伝
掛
し
ま
す

電
友
会
で
は
、
フ」れ
か
ら

「パ
ソ
コ
ン
を
習
い
た

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
楽
し
み
た
い
」
と
い
う
方

の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
や

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
勉
強

室
な
ど
を
設
け

（無
料
）
勉
強
の
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
ま
す
。

誘
い
合
わ
せ
て
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ご
希
望
の
方
は
、
各
県
支
部
の
事
務
局

へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇

（
３
ぺ
―
ジ
下
段
か
ら
）

全
支
店
の
営
業
窓
回
の
開
鎖

一
一
六
番
に
よ
る
電
話
注
文
受
け
付
の
定
着
化
、

金
融
機
関
や

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
電
話
料

金
支
払
い
が
定
着
し
た
こ
と
な
ど
で
、
来
客
が
大
幅

に
減
少
し
、
営
業
窓
日
の
役
割
、
機
能
が
大
き
く
変

化
し
て
き
た
た
め
、
愛
媛
支
店
を
含
む
全
支
店
の
営

業
窓
口
を
閉
鎖
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
。

な
お
、
電
話
加
入
権
に
関
す
る
業
務

（質
権

・
差

押

・
加
入
原
簿
閲
覧
）
を
取
り
扱
う
加
入
権
セ
ン
タ

は
愛
媛
支
店
に
存
続
さ
れ
る
。

又
、
南
予

。
今
治

。
新
居
浜
の
二
支
店
に
は
、
総

務
担
当
は
置
か
ず
、

「利
用
者

ニ
ー
ズ
の
多
い
愛
媛

支
店
に
社
員
を
重
点
配
置
す
る

一
と
し
て
い
る
。

新
居
浜

〈
「
　
治

八
幡
浜

宇
和
島

開
催
地

９

／

２７

９

／

２７

‐０
／

‐４

予
　
定

９
／

２２

開
催

日

り

―
ガ

ロ
イ

ヤ

ル

ホ

テ
ル

Ｎ

Ｔ

Ｔ
今

治

支

店

江
戸

岡

　

公

民

館

岡

　

　

〈
本
　

　

館

場

所

４０
名

４２
名

２７
名

３４
名

参
加
者
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第 112号 電

帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

和
富

先
日
、
右
の
背
部
か
ら

側
胸
部
に
か
け
て
の
重
だ

る
い
痛
み
が
あ
る
と
い
う

訴
え
で
来
院
し
た
中
年
女

性
患
者
が
い
ま
し
た
。

話
を
お
聞
き
す
る
と
、

数
日
前
に
海
外
旅
行
か
ら

帰
国
し
た
ば
か
り
で
、

で
て
き
た
そ
う
で
す
。

帰
国
後
数
日
た

っ
て
症
状
が

診
察
し
よ
う
と
服
を
脱
い
で
も
ら
う
と
側
胸
部
に

腫
れ
ば

っ
た
い
赤
い
部
分
と
そ
の
な
か
に
数
個
の
小

さ
な
水
疱
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
こ
れ
は
帯

状
庖
疹
で
あ
る
と
診
断
し
ま
し
た
。

帯
状
疱
疹
と
は
、
水
痘

・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス

（

Ｖ
Ｚ
Ｖ
）
感
染
が
原
因
で
、
そ
れ
が
繰
り
返
し
て
表

に
で
て
き
て
発
病
す
る
も
の
で
す
。

Ｖ
Ｚ
Ｖ
の
初
感
染
は
、
水
痘

（水
ぼ
う
そ
う
）
で

す
が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
の

一
部
が
神
経
節
の
中
に
潜

伏
し
ま
す
。
そ
の
後
長
い
間
無
症
状
で
経
過
し
ま
す

が
、
体
の
Ｖ
Ｚ
Ｖ
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
下
し
た
隙

を
ね
ら

っ
て
、
ウ
イ
ル
ス
は
再
活
性
化
し
て
、
再
び

抹
消
神
経
を
伝

っ
て
皮
膚
に
到
達
し
、
そ
こ
で
増
殖

す
る
と
帯
状
疱
疹
と
な
り
す
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
再
活
性
の
ひ
き
が
ね
と
な
る
も

の
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
加
齢
の
ほ
か
、

他
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
、
疲
労
、
ス
ト
レ
ス
等
に
加

え
て
、
放
射
線
や
紫
外
線
の
被
曝
、
免
疫
抑
制
剤
や

抗
癌
剤
の
投
与
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

）

よ
く
で
き
る
場
所
は
、
肋
問
神
経
支
配
領
域

（胸

上
こ

、
三
又
神
経
支
配
領
域

（頭
部

・
顔
面
）
、

坐
骨
神
経
支
配
領
域

（
臀

。
下
肢
）
な
ど
で
す
．

前
述
の
よ
う
に
、
先
行
す
る
神
経
症
状
と
そ
の
特

徴
的
皮
疹

（皮
膚
に
で
き
た
発
疹
）
と
特
異
的
な
分

布
か
ら
典
型
例
の
帯
状
疱
疹

の
診
断
は
比
較
的
容
易

で
す
。
し
か
し
初
期
の
も
の
で
は
、
診
断
に
迷
う
こ

と
も
あ
り
、
な
る
べ
く
頻
繁
な
診
察
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

水
疱
は
粟
粒
大
な
い
し
麻
実
大
で
し
ば
し
ば
中
心

に
踏
の
よ
う
な
く
ば
み
を
有
し
、
水
庖
の
中
身
は
最

初
は
透
明
で
す
が
二
～
三
日
で
中
身
は
膿
性
や
血
性

と
な
り
、
四
～
五
日
で
破
れ
、
び
ら
ん
と
な
り
ま
す
．́

皮
疹
出
現
か
ら

一
週
間
は
皮
疹
の
拡
大
、
水
庖
の

増
加
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
は
新
た
に
で
き
る

の
は
止
ま
り
、
二
週
間
前
後
に
は

，か
さ
ぶ
た
‘
が

で
き
、
三
週
間
目
頃
に
な
る
と

，か
さ
ぶ
た
‘
が
と

れ
て
軽
度
の
疲
痕
を
残
し
て
治
癒
し
ま
す
。

若
年
者
や
軽
症
例
で
は
、
自
然
に
治
癒
し
ま
す
が

安
静
と
保
温
が
原
則
で
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
外
用
と

消
炎
鎮
痛
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
。
中
等
症
以
卜
一で
は
、

さ
ら
に
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
錠
剤
が
処
方
さ
れ
ま
す
こ

癌
に
か
か

っ
て
い
る
患
者
さ
ん
な
ど
抵
抗
力
が
低

下
し
て
い
る
ひ
と
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
点
滴
唐
＾

法
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
高
齢
者
や
皮
疹
の
範
囲
が

広
く
疼
痛
が
強
い
ひ
と
に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
点

滴
療
法
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

痛
み
の
大
部
分
は
、
皮
疹
が
消
え
る
の
に
伴

っ
て

軽
快
し
、
二
週
間
か
ら

一
ヵ
月
く
ら
い
で
消
矢
し
ま

す
。
し
か
し
、
ま
れ
に
皮
疹
消
失
後
も
頑
固
な
神
経

痛
が
残
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
帯
状
疱
疹
後
神
経

痛

（
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
と
呼
び
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｎ
に
確
実
に
効
く
治
療
法
は
な
く
、
い
か
に

Ｐ
Ｈ
Ｎ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
か
が
帯
状
庖
疹
治

療
の
主
眼
と
な
り
ま
す
。

Ｐ
Ｈ
Ｎ
を
残
す
率
が
高
い
高
齢
者
な
ど
で
は
、
帯

状
疱
疹
の
皮
疹
が
発
生
し
て
か
ら
四
十
八
時
間
以
内

遅
く
と
も
七
十
二
時
間
以
内
か
ら
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
に

よ
る
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
説
明
し
ま

し
た
が
、
要
は
お
か
し
な
痛
み
と
皮
疹
が
少
し
で
も

み
ら
れ
た
時
点
で
、
早
め
に
診
察
を
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
か
し
い
と
思
わ
れ
た
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山

病
院

へ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

（
１１
ぺ
―
ジ
下
段
か
ら
）

◇
　
森
　
　
和
治

　

（
砥
部
町
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
続
く
移
動
通
信
の
仕
事
も
辞
め
て
、
早

く
も
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。

健
康
第

一
と
、
近
く
の
運
動
公
園
を
周
回
す
る
朝

の
散
歩
は
、
始
め
て
十
年
近
く
に
な
り
ま
す
。　
一
日

六
キ

ロ
、　
一
年
二
百
五
十
日
と
し
て

一
万
五
千
キ

ロ

歩
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
継
続
こ
そ
力
な
り
で
、
持
病

の
糖
尿
病
も

安
定
い
る
よ
う
で
す
。

頭
の
体
操
の
方
も
、
今
は
や
り
の
パ
ソ
コ
ン
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
色
々
勉
強
し

つ
つ
楽
し
ん
で
い
ま

す
が
、
難
解
な
事
が
多
く
悩
ま
し

い
限
り
で
す
。

Ｔ
次
の
方
の
原
稿
は
、
次
号
と
さ
せ
て
頂
ま
し
た
。

和
泉
　
鶴
子
　
榎
本
　
幸
男
　
小
川
　
誘
子

亀
川
　
勝
教
　
小
林
　
　
弘
　
佐
藤
　
　
勝

田
上
　
　
隆
　
浜
田
　
一二
雄
　
広
瀬
　
　
仁

藤
井
　
利
夫
　
一二
木
　
　
博
　
山
内
　
重
政

外
宮科
城
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第 112号

竹
　
人
　
形

徳
島
で
産
声
を
あ
げ
た
坂
東
嘉
幸
さ
ん
は
、
間
も

な
く
父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
両
親
と
と
も
に
大
阪

に
移
り
住
む
こ
と
に
な

っ
た
。

国
民
小
学
校

へ
入
学
、
手
先
が
器
用
だ

っ
た
の
で

学
年
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
工
作
が
得
意
に
な

っ
た
。

先
生
二
堡
め
ら
れ
れ
ば
褒
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
他
の

学
科
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
だ

っ
た
が
、
両
親
は

温
か
く
見
守

っ
て
く
れ
た
。

昭
和
十
六
年
、
小
学
三
年
生
の
と
き
、
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
。
戦
果
の
悪
化
と
も
に
、
徳
島

へ
疎
開
し

た
が
、
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、
市
の
中
心
を
は
ず
れ

た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
父
の
実
家

へ
両
親
と
共
に
身
を

寄
せ
た
。

広
島

・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
終
戦
。
戦
後
の
食
料
難
は
言
語
に
つ
き

る
も
の
が
あ
り
、
国
民
こ
ぞ

っ
て
復
興
の
か
た
わ
ら

食
料
増
産
に
励
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
高
校
卒
業
後
、

坂
東
さ
ん
も
家
事
手
伝
い
と
し
て
百
姓
仕
事
に
精
を

出
す
日
が
暫
く
続
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
、
日
本
電
信
電
話
公
社

（徳
島
電

報
電
話
局
）

へ
入
社
、
鴨
島
報
話
局
を
皮
切
り
に
営

業
畑

一
筋
の
人
生
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

元
来
、
根

っ
か
ら
真
面
目
人
間
の
坂
東
さ
ん
は
、

趣
味
と
言
え
ば
仕
事
だ
け
と
い
う
。
仕
事
に
明
け
暮

れ
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
公
社
を
定
年
退
職
し
、
第

二
の
人
生

へ
と

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

一
こ
れ
か
ら
ど
う
し
ょ
う
」
と
考
え
て
い
た
矢
先
、

脳
一晏
を
よ
ぎ

っ
た
も
の
が
、
好
き
な
手
仕
事
で
あ

っ

力
一．

「よ
し
こ
れ
だ
」
と
思
い
立

っ
た
の
が
、
竹
人
形

作
り
で
あ
る
。
手
始
め
に
、
竹
人
形
作
り
の
市
民
講

座
を
受
講
し
基
本
を
学
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
は
、
見
よ

う
見
ま
ね
と
独
学
で
勉
強
し
、

つ
い
に
嵌
ま
り
こ
ん

で
し
ま

っ
た
。

材
料
の
竹
は
、
真
竹

・
五
三
竹

。
淡
竹

。
孟
宗
竹

女
竹

・
篠
竹
等
が
あ
る
。
竹
伐
り
は
九
月
か
ら
翌
年

二
月
ま
で
に
行
い
、　
一
年
竹
は
使
わ
な

い
。

竹
の
処
理
に
は
時
間
が
か
か
る
Ｇ
ま
ず
、　
一
リ

ッ

ト
ル
の
湯
に
苛
性
ソ
ー
ダ
十
グ
ラ
ム
を
加
え
た
中
に

竹
を
入
れ
七
～
八
分
沸
騰
す
る
。
そ
の
後
は
丹
念
に

一水
洗
い
し
、
十
日
間
オ
キ
シ
ド
ー
ル
液
に
浸
し
て
お

く
。
竹
が
黄
色
に
な

っ
た
ら
液
か
ら
出
し
、
天
日
干

し
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
金
属
音
が
出
る
ま
で
乾
燥

さ
せ
る
。

こ
う
し
て
処
理
し
た
竹
材
は
大
変
堅
い
た
め
、
使

う
道
具
も
厳
選
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
普
通
の
も

の
で
は
、
す
ぐ
に
刃
が
こ
ば
れ
て
し
ま
う
。

剪
定
鋏
を
特
注
し
、
彫
刻
刀
は
、
鋼
鉄
で
出
来
て

い
る
鑢
に
刃
を

つ
け
た
自
家
製
の
も
の
。
そ
の
外
に

錐
が
い
る
が
、
こ
れ
は
普
通
で
よ
い
．

竹
材
と
道
具
が
そ
ろ
え
ば
、
い
よ
い
よ
人
形
作
り

と
な
る
が
、
細
心
の
神
経
を
必
要
と
す
る
。
人
形
の

姿
、
形
こ
そ
が
命
で
あ
り
、
美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

ビ

ニ
ロ
ー
ゼ
薄
目
液
を
入
形
に
塗
り
、
光
沢
を
だ

す
。
最
後
に
人
形
ケ
ー
ス
に
納
め
て
完
成
。
何
か
月

も
か
け
て
出
来
上
が

っ
た
作
品
を
眺
め
た
時
、
そ
れ

ま
で
の
苦
労
は
吹

っ
飛
ん
で
し
ま
う
。

人
形
作
り
を
手
掛
け
て
十
年
、

「阿
波
踊
り
人
形

」
を
は
じ
め
と
し
て
、

「明
石
海
峡
大
橋
」

「長
良

川
の
鵜
飼
」

「安
来
節
」
な
ど
、
今
ま
で
に
手
掛
け

た
作
品
は
三
十
点
あ
ま
り
。
ど
の
作
品
も
名
人
の
匠

を
こ
え
た
も
の
ば
か
り
。

今
で
は
、
県
下
で
も
名
を
連
ね
ら
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
研
鑽
を
重
ね
、
よ
り
良
い

作
品
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
、
大
き
な
夢
を
膨
ら

ま
せ
て
い
る
。

お
元
気
で
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
、
何
時
の

日
か
、
新
作
を
拝
見
さ
せ
て
頂
け
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
　

　

　

　

　

（若
江
編
集
委
員
　
記
）
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第 112号

◆
　
明
地
　
正
雄

　

（松
山
市
）

退
職
し
て
十
年
も
す
れ
ば
大
体
の
人
は
体
調
を
悪

く
す
る
か
、
あ
の
世
行
き
と
聞
い
て
い
ま
し
た
．

私
も
若
い
頃
か
ら
不
摂
生
ば
か
り
し
て
い
た
の
で
、

そ
う
な
る
か
も
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
日
そ
の

倍
も
生
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
才
ま
で
生
き
ら
れ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
と
は
儲
け
も
の
と
思
い

気
楽
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

退
職
後
、
ミ
カ
ン
山
を
借
り
て
家
庭
菜
園
を
始
め

天
気
さ
え
よ
け
れ
ば
山
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
も

一
杯
の
ビ
ー
ル
の
た
め
に
―

◇
　
有
田
　
幸
久

　

（松
山
市
）

私
は
謡
曲
の
師
範
な
の
で

「う
た
い
と
仕
舞
」
を

生
涯
の
任
務
と
心
得
て
励
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
脳
卒
中
予
防
法
を
知

っ
て
い
ま
す

か
。卵

の
自
身

一
ケ
分
を
よ
く
か
き
ま
ぜ
、
次
に
蕗
の

葉

（
二

。
三
枚
分
）
の
青
汁
を
加
え
、
清
酒
小
匙
三

杯
分
を
入
れ
、
梅
千

（土
用
干
し
て
な
い
）
の
果
肉

を
ウ
ラ
越
し
し
た
汁
を
入
れ
る
。
こ
の
順
番
を
正
し

く
守
り
、
そ
の
都
度
よ
く
か
き
ま
ぜ
る
。

毎
年
蕗
の
葉
が
育

っ
た
時
に

一
回
飲
め
ば
よ
い
。

ツ
ワ
蕗
を
使

っ
て
は
イ
ケ

マ
セ
ン
。

（尿
療
法
の
こ
と
は
又
の
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
）

◆
　
井
上
　
郁
子

　

　

（松
山
市
　
）

今
世
紀
最
後
の
夏
、
渇
水
に
怯
え
な
が
ら
汗
と
格

闘
し
、
図
太
く
生
き
て
お
り
ま
す
。
平
成
の
暦
と
共

に
退
職
、
二
十
四
時
間
フ
リ
ー
と
な
り
、
は
ず
み
で

現
住
所

へ
引

っ
越
し
て
早
八
年
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
と
は

環
境
の
異
な

っ
た
お
友
達
と
ウ
オ
ー
ク
と
お
し

ゃ
べ）

り
で
楽
し
い
刻
を
す
ご
し
、
月
二
回
は
Ｏ
Ｂ
の
有
志

と

ヘ
タ
な
カ
ラ
オ
ケ
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

私

の
健
康

へ
の
目
標
は
旅
で
す
。
実
行
は
困
難
で

す
が
体
力
の
続
く
限
り
夢
を
も

っ
て
生
命
の
泉
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
お
互
い
に
元
気
で
二
十

一
世
紀
も

翔
ん
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◇
　
入
谷
　
須
美
江

　

（高
松
市
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。
月
日
の
立

つ
の
は
早
い
も

の
で
、
退
職
し
て
早
く
も
十
七
年
に
な
り
ま
す
。

四

・
五
年
前
よ
り
体
調
を
く
ず
し
現
在
通
院
中
で

す
。
足
か
ら
衰
え
る
と
言
う
の
で
、
毎
日

一
時
間
位

散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

友
人
と
好
き
な
旅
行
に
行

っ
た
り
、
趣
味
と
ボ
ケ

防
止
の
た
め
チ
ギ
リ

エ
教
室
に
通

っ
て
、
皆
と
お
喋

り
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
元
気
で
有
意
義
な
日
々
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
年
を
重
ね
て
行
く
に
つ
け
寂
し

く
な
り
ま
す
が
、
気
持
ち
だ
け
は
何
時
ま
で
も
青
春

で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◇
　
梅
木
　
竪
次

　

（松
山
市
）

今
年
の
二
月
末
で
第
二
の
就
職
先
を
退
職
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
在
職
を
含
め
て
通
算
四
十
二
年
間
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
三
六
五
日
Ｇ
Ｗ
の
毎

日
で
す
。
健
康
面
で
は
、
ど
う
や
ら

一
病
息
災
の
よ

う
で
、
無
事
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
昨
年
か
ら
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
を
相
手
に
、

超
ビ
ギ
ナ
ー
を
脱
出
す

べ
く
立
ち
向
か

っ
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
相
手
も
手
ご
わ
く
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
。
メ
ー
ル
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
教
授
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
私
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

バ
①
Ｄ

」
い
∞
一
い
⑤
ヨ
ｏ
ｏ
コ
”
・　
０
０
い
・

つ
の
。

」
り
　
で
す
。

皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
　
加
藤
　
敏
幸

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
三
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

一
年
目
は
、
年
金

。
失
業
保
険
金
の
給
付
を
受
け

な
が
ら

「サ
ン
デ
ー
毎
日
」
を
、
焦
ら
ず
慌
て
ず
を

モ
ッ
ト
ー
に
気
ま
ま
に
過
ご
し
、
息
子
二
人
の
所

（

長
男

一
家
英
国
、
二
男
夫
婦
東
京
）

へ
旅
行
を
兼
ね

遊
び
に
行

っ
た
り
し
て
満
足
し
た

一
年
間
で
し
た
。

二
年
目
は
、
退
職
時
の
職
場
で

「キ
ャ
リ
ア
ス
タ

ッ
フ
」
と
し
て

一
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

三
年
目

（平
十
二

・
四

。
一
）
か
ら
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

高
松
病
院
の
看
視
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
頑
張

っ
て
行
こ
う

と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
一書
虎
　
富
夫

　

（松
山
市
）

喜
寿
も
過
ぎ
て
大
分
物
忘
れ
も
酷
く
な
り
、
ち
ょ

っ
と
し
た
段
差
に
も

つ
ま
ず
き
、

つ
い
で
に
そ
の
年

齢
も
忘
れ
て
平
々
凡
々
と
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
体
を
動
か
す

こ
と
に
は
十
分
に
配
意
し
、

毎
日
の
よ
う
に
自
転
車
を
杖
代
わ
り
に
し
た
散
歩
や

自
己
流
の
体
操
で
少
々
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
時
に
は
盆
栽
、
蘭
等
の
手
入
れ
や
向
か
い
に

住
ん
で
い
る
孫
の
顔
を
見
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。
年
と
共
に
胃
等
も
だ
ん
だ
ん
と
衰
え
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
に
も
随
分
と
弱
く
な

っ
て
参
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
、
付
き
合

っ
て
お
り
ま

す
。

◇
　
国
吉
　
一死
身

　

（高
知
市
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。　
一
年
位
の
ん
び
り
過
ご
し

詩
舞
を
始
め
早
九
年
に
な
り
ま
す
。
時
々
発
表
会
が

あ
る
た
め
練
習
の
連
続
で
す
が
根
が
好
き
で
す
の
で

苦
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

）
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月
三
回
Ｏ
Ｂ
サ
ロ
ン
で
洋
裁
も
し
て
お
り
ま
す
．

た
い
し
た
お
世
話
も
出
来
ま
せ
ん
が
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
私
の
生
活
の

一
環
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

又
目
に
見
え
な
い
雑
用
も
結
構
あ
り
毎
日
忙
し
く

し
て
お
り
、
お
蔭
で
こ
の
夏
も
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◇
　
合
田
　
林
子

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
二
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
、
古
希
を
迎

え
ま
し
た
。
今
は
医
院

へ
月
二
回
程
度
通
い
、
近
く

の
華
道
講
座
に
秋
の
文
化
祭
を
控
え
て
稽
古
中
で
す
。

あ
る
食
堂
で
富
貴
蘭
の
端
正
な
葉
型
、
優
雅
な
花

容
と
芳
香
に
魅
せ
ら
れ
、
以
後
栽
培
管
理
に
気
を
配

り
、
及
ば
ず
乍
ら
咲
か
せ
た
り
、
又
狭
い
家
庭
菜
園

で
無
農
薬
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
春
旧
友
に
誘
わ
れ
励
ま
さ
れ
て
、
小
豆
島
遍
路
、

五
月
に
西
国
観
音

一
部
、
七
月
に
秩
父
観
音
順
拝
に

参
加
。
秩
父
盆
地
で
静
か
な
山
里
を
高
齢
の
先
達
さ

ん
に
ド
ラ
イ
バ
ー
案
内
、
歴
史
的
お
話
を
教
わ
り
修

業
さ
せ
て
頂
い
た
事
に
感
謝
す
る
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
近
藤
　
二貝
美
子

　

（新
居
浜
市
）

退
職
し
て
始
め
た
も
の
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
あ

る
。
動
機
は
い
た

っ
て
不
純
、
年
を
取

っ
て
足
腰
が

立
た
な
く
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ

れ
が
裏
日
に
出
た
よ
う
で

一
年
足
ら
ず
で
変
形
性
膝

関
節
症
を
患

っ
た
。
ご
丁
寧
に
両
足
で
あ
る
。

膝
に
水
も
溜
ま
ら
ず
正
座
出
来
る
よ
う
に
な
る
迄

に
、
三
年
近
く
か
か

っ
た
。

大
正
生
れ
の
人
が
ぴ
ん
と
背
筋
を
伸
ば
し

ス
テ
ッ

プ
を
踏
ん
で
い
る
の
は
美
し
い
。
私
も
そ
う
あ
り
た

い
と
真
面
目
で
は
な
い
が
不
真
面
目
で
も
な
く
頑
張

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

◆
　
酒
井
　
康
雄

　

（野
市
町
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
か
ら
は
、
平
穏
な
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た
が
、　
一
昨
年
の
二
月
、
四
十
数
年
の

間
苦
楽
を
共
に
し
た
妻
が
病
の
た
め
こ
の
世
を
去
り

ま
し
た
。

私
の
体
の
中

に
ポ

ッ
カ
リ
と
大
き
な
穴
が
開
い
た

様
で
、
空
し
い
毎
日
で
し
た
が
、
昨
年
十

一
月
に
長

男

一
家
が
帰

っ
て
来
て
く
れ
、
幼
い
孫
二
人
を
相
手

に
泣
い
た
り
笑

っ
た
り
と

一
変
に
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
仕
事
の
方
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
　
Ｍ
Ｅ
サ
ー
ビ

ス
で
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
働
か
せ
て
戴

い
て
お
り
ま
す
。

仕
事
も
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
、
元
気
で
頑
張

っ

て
お
り
ま
す
。

◆
　
堺
　
　
二我
子

　

（中
村
市
）

退
職
し
て
か
ら
後
に
生
ま
れ
た
孫
が
中
学
生
に
な

り
ま
し
た
。
独
り
暮
ら
し
に
馴
れ
た
私
に
と

っ
て
、

た
ま
に
顔
を
見
せ
る
孫
も
、
時
に
は
う

っ
と
お
し
く

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ケ
防
止
に
は
よ
い
刺

激
の
よ
う
に
も
思

っ
た
り
し
ま
す
。

お
琴
を
習
い
、
そ
し
て
人
形
づ
く
り
に
夢
中
の
こ

の
頃
で
す
。

人
形
の
型
整
い
春
近
し

◆
　
佐
々
木
　
光
重

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
十
五
年
に
な
り
ま
す
。

元
気
だ
け
が
取
り
柄
の
私
は
、
時
折
孫
の
服
を
縫

っ
た
り
、
主
人
や
友
達
と
年
に
数
回
の
旅
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
が
、
六
十
五
才
の
声
を
聞
い
た
途
端
、

一
寸
し
た
無
理
が
原
因
で
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
喘
息

甲
状
腺
、
帯
状
疱
疹
な
ど

一
年
余
り
病
に
苦
し
み
ま

し
た
。

そ
こ
で

一
念
発
起
し
毎
朝
乾
布
摩
擦
、
真
向
法
体

操
を
続
け
て
三
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
お
蔭
様
で
元

気
を
と
り
戻
し
健
康
の
有
り
難
さ
を
し
み
し
み
感
じ

）
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
無
理
を
せ
ず
楽
し
く
人
生
を
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
下
元
　
康
恵

　

（土
佐
市
）

退
職
し
て
早
六
年
に
な
り
ま
す
。
お
蔭
様
で
健
康

に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
十

一
月
ま
で
は
、
義

母
の
介
護
で
大
変
な
時
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
現
在

は
四
才
の
孫
の
守
が
日
常
の
生
活
で
す
。

退
職
後
の
生
活
環
境
に
は
ヨ
ー
ガ
、
歩
く
会
、
書

道
が
入
り
ま
し
た
。
特
に
書
道
は
二
年
前
に
姉
夫
婦

と
四
人
で
二
回
目
の
北
海
道
旅
行
後
に
姉
の
誘
い
で

入
り
、
い
ま
は
二
段
で
す
。

ヨ
ー
ガ
は
毎
週
土
曜
日
、
歩
く
会
は
月

一
回
参
加

す
る
こ
と
で
、
現
役
時
代
に
な
か

っ
た
楽
し
み
を
得

友
達
も
多
く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
楽

し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
長
寿
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
　
竹
崎
　
咲
江

　

（高
知
市
）

今
年
は
空
梅
雨
で
水
の
心
配
と
自
主
節
水
に
努
め

台
風
五
号
～
六
号
に
よ
り
雨
量
が
増
し

一
息

つ
い
た

よ
う
で
す
。
と
こ
ろ
で
今
年
は
地
震
地
獄
、
日
本
列

島
を
揺
す
ぶ
る
昨
今
で
猛
暑
と
な
り
毎
日
が
う
ん
ざ

り
で
し
た
。

平
成
六
年
主
人
食
道
切
除
、
九
年
痴
果
の
母
を
介

護
、
十

一
年
主
人
下
咽
頭
声
帯
を
切
除
、
私
の
実
弟

他
界
、
今
年

一
月
主
人
他
界
と
散
々
な
歳
月
が
…
―

今
年
十

一
月
に
は
古
稀
を
迎
え
る
節
目
と
な
り
ま

し
た
．

数
々
の
趣
味
も
手
に

つ
か
ず
、
来
年
は
と
心
弾
ま

せ
る
今
日
此
の
頃
で
す
．

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
々
様
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
せ
。
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◆
　
寺
川
　
春
年

　

（南
国
市
）

会
員
の
皆
様
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
の
近
況
を
と
の
事
で
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
．

昨
年
八
月
当
地

（福
島
県
い
わ
き
市
）
に
居
る
娘

か
ら

「助
け
て
―
」
と
の
電
話
が
あ
り
、
妻
と
共
に

福
島
県
に
来
ま
し
た
。
娘
も
入
退
院
を
く
り
返
し
、

現
在
入
院
中
で
毎
日
妻
を
病
院

へ
送
り
迎
え
し
て
お

り
ま
す
。

家
で
は
現
在
中
三
の
男
の
孫
の
世
話
で
す
。
い
さ

さ
か
く
た
び
れ
ま
し
た
。
会
報
を
読
む
の
が
唯

一
の

た
の
し
み
で
す
。
よ
ろ
し
く
ｃ

皆
様
の
ご
健
康
を
祈
り
ま
す
。

◆
　
冨
岡
　
純

一
　

（砥
部
町
）

平
成
元
年
に
退
職
し
て
、
早
十
二
年
、
光
陰
矢
の

如
し
を
痛
切
に
感
じ
る
こ
の
頃
ｃ
お
四
国
八
十
八
ケ

寺
参
り
を
三
回
結
願
し
、
今
年
は
西
国
三
十
三
観
音

を
順
拝
中
で
す
。

赤
字
の
果
樹
園
、
森
林
管
理
、
第
二
の
職
場
か
ら

の
応
援
要
請
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
手
伝

い
と
病
の
宿
る
間
も
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。今

後
も
健
康
に
留
意
し
、
皆
様
に
お
会
い
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
　
中
川
　
政
則

　

（阿
南
市
）

退
職
後
十
九
年
、
敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
風
邪
以
外
の
病
気
と
の
付
き
合
い
は

な
く
喜
ん
で
い
ま
す
。

老
後
を
呑
気
に
と
思

っ
て
い
た
ら
妻
が
失
明
し
、

そ
の
介
護
や
ら
家
事
雑
用
万
端
大
当
た
り
．
念
願
の

家
の
増
改
築
は
施
行
す
べ
て
を

一
人
で
こ
な
し
て
二

年
半
で
完
了
。
老
人
会
の
行
事
、
Ｏ
Ｂ
会
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
旅
行
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
畑
仕
事
の）

ほ
か
、
中
高
生
の
孫
の
相
手
も

一
苦
労
。

〈
二

つ
、
金
剛
流
御
詠
歌
も
十
年
、
よ
う
や
く
教

師
の
域
え
と
、
結
構
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
　
中
田
　
　
敬

　

（松
山
市
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
足
と
同
時
に
退
職
し
十
五
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

そ
の
間
第
二
、
第
二
の
職
場
で
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
が
古
稀
を
迎
え
フ
リ
ー
の
身
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
も
の
好
き
の
性
格
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
挑
戦
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
や
メ
ー
ル
の
交
換
等
で
重
宝

し
て
い
ま
す
。
今
は
デ
ジ
カ
メ
に
凝
り
四
季
折
々
の

草
花
や
風
景
を
求
め
て
気
軽
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

て
い
ま
す

．

四
国
霊
場
を
十
年
余
り
か
け
て
結
願
、　
一
昨
年
や

っ
と
高
野
山
の
参
拝
を
終
え
て
肩
の
荷
を
下
ろ
し
ま

し
た
。
現
在
、
体
調
は
ま
ず
ま
ず
で
す
。
ど
う
か
皆

様
も
お
元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

◇
　
西
上
　
ヒ
サ
ヱ
　

（琴
平
町
）

私
は
退
職
し
て
十
七
年
に
も
な
り
ま
す
。
退
職
後

は
、
孫
の
世
話
か
ら
始
ま
り
、
今
で
は
七
人
家
族
の

賄
い
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

在
職
中
か
ら
始
め
た
盆
栽
や
山
野
草
、
大
輪
菊
等

の
作
業
の
合
間
に
、
卓
球
練
習
に
汗
を
流
し
た
お
か

げ
で
、
年
代
別
卓
球
大
会
で
良
い
成
績
を
収
め
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し

一
日

一
日
を
大
切
に

頑
張
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◆
　
西
原
　
次
郎

　

（北
条
市
）

退
職
し
て
早
い
も
の
で
十
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た

。

農
業
を
し
な
が
ら
、
退
職
前
か
ら
地
区
の
世
話
人

を
、
退
職
後
は
民
生
委
員
を
仰
せ

つ
か

っ
て
い
ま
す
〓

寝
た
き
り
老
人
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
手
伝
い

を
し
、
平
成
四
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ほ
う
し
こ
）

を
結
成
し
て
目
下
障
害
者
福
祉
を
重
点
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
区
の
旅
行
会
の
方
々
と
毎
年
二
回
位
国

内
旅
行
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
念
願
の
お
寺

参
り
は
四
国
八
十
八
ケ
所
を
十
回
余
り
、
西
国
、
坂

東
秩
父
、
中
国
百
三
十
三
観
音
参
り
も
致
し
ま
し
た

皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◆
　
西
原
　
　
外

　

（北
条
市
）

二
省
分
離
直
後
の

一
九
五
十
年
四
月
二
十
日
、
当

時
善
通
寺
に
あ

っ
た
電
気
通
信
訓
練
所
四
国
学
園
に

入
学
し
た
。
去
る
四
月
二
十
日
入
学
五
十
周
年
記
念

同
窓
会
を
奥
道
後
の
拓
泉
荘
で
開
き
ま
し
た
。

担
任
教
官
だ

っ
た
林
　
等
先
生
に
も
出
席
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
．

戦
後
間
も
な
い
あ
の
時
代

「
こ
れ
か
ら
の
電
気
通

信
事
業

の
復
興
と
発
展
は
、
君
た
ち
の
双
肩
に
か
か

っ
て
い
る
一
と
、
も
て
は
や
さ
れ
た
紅
顔
？
の
美
少

年
達
も
今
や
白
髪
の
老
人
と
な
り
、
五
十
年
ぶ
り
に

再
会
し
た
面
々
も
あ

っ
て
、
孫
の
話
な
ど
に
目
を
細

め
な
が
ら
深
夜
ま
で
思
い
出
話
に
ふ
け
り
、
春
の

一

夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

一
一　
西
村
　
久
子

　

（綾
南
町
）

平
成
四
年
六
月

「転
身
退
職
制
度
」
に
よ
り
退
職

し
、
現
在
は
主
婦
に
変
身
し
て
い
ま
す
。

退
職
と
同
時
に
ヨ
ー
ガ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た

ま
た
、
地
域
の
公
民
館
活
動
に
も
参
加
し
て
、
社

会
と
の
繋
が
り
を
持

つ
よ
う
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
四
月
か
ら
は

「か
が
わ
長
寿
大
学
」

へ
入
学

し
、
百
六
十
名
の
人
達
と
共
に
こ
れ
か
ら
二
年
間
勉

強
すヽ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

子
供
達
も
独
立
し
、
自
由
な
時
間
が
持
て
る
今
こ

そ
、
日
々
楽
し
く
、
有
意
義
な
人
生
を
過
ご
し
た
い

）
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と
思
い
ま
す
。

◇
　
畑
野
　
一即
夫

　

（松
山
市
）

土
用
さ
中
の
去
る
七
月
二
五
日
。
私
は
誘
わ
れ
て

二
人
の
仲
間
た
ち
と
、
地
元
久
米
小
学
校

「児
童
ク

ラ
ブ

。
な
か
よ
し
」
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
に
、
初

め
て
参
加
し
て
み
ま
し
た
。

そ
の
日
集
ま

っ
た
四
十

一
名
の
学
童

（小
学

一
～

三
年
生
）
た
ち
の
、
は
ち
き
れ
そ
う
な

「お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
で
交
流
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
仲
間
が
準
備
し
て
き
た
紙
芝
居
や
折
り
紙
、

お
手
玉
な
ど
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
お
別
れ
の

時
、
生
き
の
い
い
大
き
な
声
で

「あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
私
た
ち
を
元
気
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

◇
　
藤
沢
　
千
賀

一
　

（高
松
市
）

「光
陰
矢
の
如
し
」
と
は
よ
く
言

っ
た
も
の
で
、

退
職
し
て
早
十
六
年
。
退
職
直
前
に
結
婚
し
た
娘
の

上
の
子
供

（孫
）
も
す
で
に
高
校
生
に
な
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
発
症
し
た
糖
尿
病
と
は
今
も
付
き
合

っ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
合
併
症
が
こ
わ
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も
食
事
療
法
と
運
動
療

法
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
酒
食
を
伴
う

会
合
に
は
出
席
し
づ
ら
く
残
念
に
思

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
朝
夕
二
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
少
し
で
も
健
常
者
に
近

づ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
る
昨
今
で
す
。

◆
　
浜
垣
　
信
子

　

（津
田
町
）

退
職
し
た
翌
年
か
ら
珠
算
塾
を
始
め
、
今
年
で
三

十
五
年
間
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
、
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
教
え
子
達
は

「算

盤
習

っ
て
い
て
よ
か

っ
た
、
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と

言

っ
て
く
れ
ま
す
。
今
春
よ
り
、
未
熟
児
で
生
ま
れ

た
子
が
始
め
て
入
塾
し
、
新
た
な
指
導
法
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。

還
暦
よ
り
短
歌
を
始
め
ま
し
た
。
右
脳
と
左
脳
の

差
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
ｃ

塾
生
は
算
盤
の
玉
軽
や
か
に

上
達
な
し

つ
つ
今
を
輝
く

０
）

浜
田
　
　
博

　

（一強
山
市
）

数
年
前
に
左
膝
に
壊
死
が
で
き
、
歩
行
が
非
常

に

辛
く
な

っ
た
が
、
関
注
の
お
蔭
か
今
は
本
分
楽
に
な

り
ま
し
た
こ

私
の
仕
事
で
あ
る
家
事
買
物
掃
除
も
無
理
な
く
出

来
る
様
に
な
り
、
唯

一
の
楽
し
み
で
あ
る
公
民
館
の

カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
手
伝
い
や
歌
の
練
習
に
熱
中
し
て

い
る
次
第
で
す
。

私
は
健
康
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
決
し
て
無

理
を
し
な
い
と
い
う
事
を
念
頭
に
お
き
、
孤
独
で
も

い
い
、　
一
人
で
自
分
の
好
き
な
事
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◆
　
福
岡
　
千
江
子

　

（牟
岐
町
）

退
職
と
同
時
に
地
域
婦
人
会
長
、
町
婦
人
連
合
会

長
と
し
て
微
力
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
社
会
奉
仕
に
十
二
年
間
務
め

て
来
ま
し
た
。

や

っ
と
開
放
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
が
第
二
の
人
生

の

出
発
だ
と
も
思

っ
て
お
り
ま
す
。
二
人
の
娘
は
他
県

に
住
み
、
孫
も
大
学
生
を
頭
に
五
人
、
夏
体
み
は
と

て
も
賑
や
か
で
し
た
。

元
気
な
う
ち
に
夫
と

「お
四
国
詣
り
」
を
す
る
計

画
を
立
て
て
い
る
今
日
此
の
頃
で
す
。
趣
味
の
書
道

に
も
精
を
出
し
、
現
在
県
展
出
品
作
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

）

◇
　
松
沢
　
堂』二
　
　
（松
山
市
）

月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
公
社
を
退
い
て
十

八
年
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
間
関
西
通
信
建
設
で
五

年
余
り
お
世
話
に
な
り
、
そ
の
後
は
職
安
の
訓
練
校

で
造
園
の
技
を
習

っ
た
の
を
契
機
に
庭
師
の
真
似
ご

と
を
十
数
年
で
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

最
近
は
体
調
が
す
ぐ
れ
ず

（広
島
で
の
原
爆
の
後

遺
症
）
専
ら
保
健
の
た
め
の
時
間
を
長
く
と
る
様
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
事
も
あ

っ
て
諸
行
事
に

も
欠
席
が
ち
で
皆
様
に
失
礼
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

◇
　
一二
宅
　
康
之

　

（穴
吹
町
）

毎
朝
、
小
鳥

の
さ
え
ず
り
で
目
が
醒
め
ま
す
。

涼
し
い
間
に
庭
の
雑
草
取
り
と
、
樹
の
剪
定
等
で

朝
が
始
ま
り
、
夕
方
は
花
、
樹
木
、
鉢
の
散
水

（千

七
百
２ｍ
）
と
毎
日
の
日
課
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
美
馬

。
三
好
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
長
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
会
長
、
旅
行
ク
ラ
ブ
、
ア
ー
ト
手
芸
ク
ラ

ブ
事
務
方
と
、
地
域
で
は
神
社
総
代
、
地
区
会
計
を

務
め
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
、
幹
事
会
、
年
間

行
事
の
準
備
や
開
催
で
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
た
お
蔭
と
感
謝
し
、

頑
張

っ
て
参
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
祖
谷
ソ
バ
打
ち
に
挑
戦
し
、
や

っ
と

一
人

前
？
に
な

っ
た
か
な
…
と
自
分
だ
け
で
満
足
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
か
試
食
し
て
ご
批
評
く
だ
さ
い
。

（
６
ぺ
―
ジ
下
段

へ
続
く
）
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毎
年

一
千
名
を
目
標
に
ホ

‐
ム
ヘ
ル
パ

取
得
講
座
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
支
部
に
お
い
て
も
、
昨
年
か
ら
講
座
を
開
き

三
十
九
名
の
資
格
取
得
者
を
養
成
し
ま
し
た
。

二
年
目
の
今
年
は
、
定
員
三
十
名
に
対
し
五
六
名

の
応
募
が
あ
る
等
人
気
が
高
く
、
受
講
生
の
選
考
に

一
苦
労
し
ま
し
た
が
、
八
月
二
十
三
日
、
第
二
回
目

の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
講
義
五
十
八
時
間
、
実
技
四
十
二

時
間
、
実
習
二
十
時
間
、
合
計
百
三
十
時
間
の
カ
リ

キ

ュ
ラ
ム
で
約
ニ
カ
月
の
コ
ー
ス
。　
一
時
間
で
も
欠

席
す
る
と
修
了
証
書
が
も
ら
え
な
い
な
ど
、
厳
し
い

研
修
内
容
に
な

っ
て
お
り
ま
すヽ
が
、
一受
講
生
の
皆
様

が
お
互
い
に
励
ま
し
合
い
な
が
ら
、
資
格
取
得
に
同

け
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
ｃ

な
お
、
昨
年
度
資
格
取
得
さ
れ
た
方
に
あ

っ
て
は
、

す
で
に
介
護
セ
ン
タ
ー

「愛
松
園
」
や
特
別
養
護
老

人
ホ
‐
ム
等
福
祉
施
設
の
登
録

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
ご
自
身
の
家
族
介
護
に
役
立
て
て
い
る
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
研
修
開
講

　

（徳
島
）

「今
年
は
介
護
元
年
」
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
徳
島
支
部

に
お
い
て
も
、
介
護

へ
の
取
組
を

ス
タ
ー
ト
。
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
研
修
講
座
を
、
九
月

一
日
に
開
講

し
ま
し
た
。

受
講
生
二
十
五
名
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

。
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が

多
く
、
特
に
女
性
の
参
加
が
日
立
ち
ま
す
。
全
研
修

日
程
を
二
ヵ
月
で
終
了
さ
せ
る
た
め
、
次
か
ら
次

ヘ

と
、
慌
た
だ
し
い
研
修
が
続
い
て
い
ま
す
。

研
修
生
募
集
に
際
し

「ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
後
、

介
護
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
か
」
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
、
　
一‐社
会
に
出
て
介
護
の
資
格
を
生
か
し
た
い
、

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
い
」
等
々
意
欲
的

な
意
見
が
多
か

っ
た
。

ま
た
、
な
か
に
は

「近
い
将
来
に
く
る
家
族
の
介

護
は
、
是
非
自
分
の
手
で
、
最
後
ま
で
や
り
た
い
」

と
い
う
感
動
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

十
月
か
ら
は
、
基
本
介
護
技
術
及
び
実
習
が
始
ま

り
ま
す
。
研
修
生
全
員
、
完
全
習
得
を
め
ざ
し
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

ロ　レ体ブレ鰤自ェ動蜘保険‐州刹劃別「‐創創劉□

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
電
友
会
会
員
様
の
た
め
に
な

る
各
種
保
険
を
お
薦
め
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
は

昨
年
新
設
さ
れ
た

「テ
ル
ウ

ェ
ル
の
団
体
扱
自
動
車

）

曰
」
輝
二

麹
赫
開
い

講 へ
］
び
印
講

「
二

（
級

剌
囃
一

‐
］

テ
ル
ウ

ェ
ル
で
は
、
小
子
高
齢
化
や
介
護
保
険
制

度
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
社
会
環
境
の
変
化
を
受
け
、
職

域
福
祉
互
助
体
制
の
構
築
、
社
会
福
祉
貢
献
事
業
の

一
環
と
し
て
、
現
在
全
国
各
地
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

各
社
様
の
現
役

・
Ｏ
Ｂ
及
び
そ
の
ご
家
族
を
中
心
に
、

―
二
級
資
格）
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保
険
」
を
ご
案
内
し
ま
す
。

こ
の
保
険
は
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
が
取
扱
う
自
動
車
保

険
に
加
入
す
れ
ば

『
一
般

の
加
入
に
比
べ
、
保
険
料

が
三
十

一
。
五
％
も
割
安
に
な
る
』

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
現
役

様
と
同
様
の
割
引
）
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
の
大
き
い
保

険
で
す
ｃ

万
が

一
の
時
も
、
業
界
最
大
手
の
引
受
幹
事
会
社

東
京
海
上
火
災
保
険
ｍ
が
ご
相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
、

ご
安
心
い
た
だ
け
ま
す
。

又
、
こ
の
保
険
は
全
国
の
電
友
会
様
か
ら
も
ご
推

薦
い
た
だ
き
、
現
在
四
国
で
約
九
百
名
の
方
が
加
入

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

保
険
料
等
割
引
制
度
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
ご
加
入
頂
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

一　

対
象
自
動
車
の
範
囲

「Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
在
職
十
年
以

上
の
退
職
者
ご
本
人
、
又
は
同
居
の
親
族
、
別
居
の

扶
養
親
族
」
が
所
有
す
る
自
動
車
。

一
一　
割
引
率

現
在
ご
契
約
の
無
事
故
割
引
に
加
え
て
、
団
体
割

引

『
三
十

一
。
五
％
』
を
適
用
し
ま
す
。

〓
一　
保
険
料
の
払
込
等

保
険
料
の
払
込
は
日
座
引
落
し
。
無
理
な
く
十
二

回
の
分
割
払
い
で
、
便
利
で
お
手
軽
で
す
。
更
に
、

年
払
い
の
場
合
は
、
五
％
割
安
と
な
り
ま
す
ｃ

四
　
申
込
方
法
等

「予
約
申
込
書
」
等
が
お
手
元
に
あ
る
方
は
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
車
検
証
の
写
し
と
現
在

の
保
険
証
券
の
写
し
を
添
え
て
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
保
険
担
当
宛
ご
返
送
下
さ
い
．

「予
約
申
込
書
」
等
が
お
手
元
に
な
い
方
は
、
左
記

連
絡
先

へ
ご

一
報
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先
　
テ
ル
ウ

ェ
ル
愛
媛
支
部
　
保
険
担
当

一電
　
話
　
〇
八
九

―
九
三
二
―
九
九
七
七

（
‐４
ぺ
‐
ジ
下
段
か
ら
）

ず
不
平
も
言
わ
ず
働
き
続
け
て
い
る
。
神
仏
の
命
ず

る
ま
ま
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

あ
と
三
十
年
、
心
臓

の
お
世
話
に
な
れ
ば
と
心
か

ら
念
じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
生
老
病
死
は
天
の

定
め
で
、
医
療
科
学

‘
技
術
が
発
達
し
て
も
死
は
免

れ
な
い
。

私
達
は
す
で
に
老

・
病
の
サ
イ
ク
ル
に
入
り
各
種

病
気
の
方
か
ら
注
文
取
り
に
や

っ
て
来
る
。

「人
生
五
十
年
」
を
は
る
か
に
超
え
、
頭
の
先
か

ら
足
の
先
ま
で
肉
体
疲
労
が
き
て
お
り
、
何
か
の
き

っ
か
け
で
医
者
通
い
と
な
る
。

二
年
前
、
重
信
町
か
ら
健
康
家
庭
の
表
彰
状
を
い

た
だ
い
た
が
、
最
近
、
運
動
不
足
で
高
血
圧
と
慢
性

肝
炎
で
月
二
回
通
院
し
て
い
る
。

医
者
か
ら
体
重
五
キ

ロ
減
を
申
し
渡
さ
れ
、
万
歩

計
を

つ
け
歩
数
を
記
録
し
て
い
る
が
、
ゴ
ル
フ
を
や

め
た
た
め
脚
力
の
低
下
と
歩
数
の
減
は
無
理
か
ら
ぬ

事
。
そ
こ
で
毎
日
の
氏
神
参
り
と
ラ
ジ
オ
体
操

・
ゴ

ル
フ
の
打
放
し
を
再
開
し
身
体
の
柔
軟
性
維
持
と
気

分
転
換
に
努
め
て
い
る
ｃ

話
は
変
わ
る
が
、
宗
教
に
も
興
味
を
持

つ
歳
と
な

っ
た
。
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺

（奈
良
）
の
前
貫
主

高
田
好
胤
氏
は
三
年
前
入
寂
さ
れ
、
大
和
上
と
な
ら

れ
た
が
、
薬
師
寺
再
建

の
た
め
全
国
を
熱
心
に
勧
進

さ
れ
て
い
た
姿
に
接
し
、

フ
ァ
ン
と
な
り
般
若
心
経

の
写
経
を
始
め
た
。

般
若
心
経
は
仏
教
宗
派
に
関
係
な
く
、
約
二
百
七

｝十
文
字
の
短
い
お
経
で
あ
る
が
、　
一
番
あ
り
が
た
い

お
経
で
あ
る
。
親
鸞
上
人
は

「わ
し
が
死
ん
だ
ら
地

獄

へ
行
く
」
と
弟
子
達
に
言
わ
れ
た
が
、
好
胤
大
和

上
も

「地
獄

へ
行
き
鬼
や
閣
魔
大
王
と
宗
教
問
答
を

し
た
い
」
と
笑

っ
て
い
た
。
入
寂
し
て
三
年
を
経
た

が
ど
う
な
さ

っ
て
い
る
か
。

坊
主
も

一
日
殺
生
し
な
い
と
生
き
て
行
け
な
い
。

精
進
料
理
も
材
料
は
生
き
て
い
た
野
菜
等
で
あ
る

せ
め
て
食
す
る
時
は
両
手
を
合
わ
せ

「
い
た
だ
き
ま

す
」

「御
馳
走
さ
ま
で
し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
た
い
。

我
々
俗
人
は
、
牛
馬
豚
鳥
魚
等
を
当
然
の
よ
う
に

殺
し
て
食
べ
て
い
る
。
野
菜

・
果
物
も
し
か
り
。
地

球
上
で
同
人
格
で
あ
る
も
の
を
、
人
間
は
自
分
が
食

べ
る
た
め
に
生
か
し
て
い
る
と
思
い
違
い
を
し
て
い

る
。
よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
こ
れ
で
極
楽
な
ど
と
ん
で

も
な
い
事
で
、
地
獄

へ
落
ち
る
の
が
当
た
り
前
の
こ

と
だ
。

死
ん
で
い
っ
た
諸
々
の
食
物
を
食
べ
さ
せ
て
頂
い

た
感
謝
の
念
と
供
養
を
心
の
中
で

一
日

一
回
は
し
な

い
と
、
死
後
三
十
二
回
忌
が
明
け
な
い
と
極
楽

へ
は

行
け
な
い
。

京
都
清
水
寺
の
大
西
良
慶
前
貫
主
は
百
六
歳
で
入

寂
さ
れ
た
が
説
法
に
、

「仏
も
も
と
は
凡
夫
な
り

。

凡
夫
も
末
は
仏
な
り
」
と
言
わ
れ
安
堵
し
て
い
る
。

最
後
に
、
高
田
好
胤
大
和
上
の
言
葉
で
結
び
と
し

た
い
。

「人
生
百
里
の
道
は
百
里
を
過
ぎ
て
な
お
半

ば
で
あ
る
　
一
一百
里

。
三
百
里
往
き
往
き
て
な
お
半

ば
で
あ
る
」

暗
い
話
に
な

っ
た
が
、
高
齢
者
と
言
わ
れ
る
事
は

さ
け
て
通
れ
な
い
。
政
府
も
老
齢
者
の
介
護
問
題
で

大
変
で
あ
ろ
う
が
、　
一
人
ひ
と
り
が

一
病
息
災
、
人

様
に
で
き
得
る
限
り
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
神
仏
先
祖
の
お
蔭
を
こ
う
む
り
、
生
か
さ
れ

て
生
き
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

―- 13 -―
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パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
も
う日

下
　
右
二

（徳
島
市
）

Ｍ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｓ
時
代
に
始
め
た
パ
ソ
コ
ン
も
ウ
イ

ン
ド
ウ
に
変
わ
り
、
そ
の
機
能
も
格
段
に
向
上
。
欲

し
い
ソ
フ
ト
も
画
面
の
指
示
通
り
に
す
れ
ば
簡
単
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
、
色
々
な
楽
し
み
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
と
い
う
わ
け
で
、
ま
ず
は

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
電
友
会
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
、
基
本
操
作
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
と
分
か
ら

な
い
こ
と
を
気
軽
に
教
え
て
く
れ
る
友
人
を
作
る
こ

と
で
す
。
次
に
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の
か
を
決
め

る
こ
と
で
す
。

私
は
退
職
後
、
名
簿
作
成
と
財
務
会
計
処
理
を
パ

ソ
コ
ン
で
始
め
ま
し
た
が
、
近
く
に
色
々
と
教
え
て

く
れ
る
先
輩
が
い
た
こ
と
が
今
日
に
つ
な
が
り
大
変

あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。

今
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、
デ
ジ
カ
メ
で
取

っ
た
画

像
で
ア
ル
バ
ム
を
作

っ
た
り
、
取
り
込
ん
だ
Ｍ
Ｉ
Ｄ

Ｉ
デ
ー
タ
ー
で
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
と
、
た
ま
に
は

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
楽
し
い
サ
イ
ト
を
探
し
出
す
こ

と
で
す
。

使
用
す
る
ソ
フ
ト
や
接
続
す
る
機
器
に
よ

っ
て
様

々
な
楽
し
み
方
が
で
き
ま
す
．

一　

葉
書
作
成
ソ
フ
ト

ワ
ー
プ

ロ

（文
書
を
作
成
）
、
デ
ー
タ

‐
べ
―
ス

（住
所
録
や
名
簿
作
成
）
表
計
算

（会
計
処
理
）
等

の
基
本
的
な
ソ
フ
ト
か
ら
、
最
近
で
は
こ
れ
ら
を
ま

と
め
家
庭
で
簡
単
に
利
用
で
き
る
葉
書
作
成

ソ
フ
ト

や
家
計
簿

ソ
フ
ト
が
豊
富
に
揃

っ
て
い
ま
す
。

）

一
一　
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

囲
碁

。
将
棋

・
麻
雀
か
ら
始
ま
り
子
供
の
好
き
な

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
ま
で
何
で
も
あ
り
ま
す
。

〓
一　
画
像
編
集

・
イ
ラ
ス
ト
作
成

ソ
フ
ト

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
り
、
写
真

。

イ
ラ
ス
ト
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
修
正

編
集
し
て
楽
し
い
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と
が
自

在
に
で
き
ま
す
。

四

　

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｒ

Ｗ

，

Ｄ

Ｖ

Ｄ

書
き
込
み
の
で
き
る
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｗ
を
使

っ
て
、
撮

り
た
め
た
写
真
デ
ー
タ
を
ア
ル
バ
ム
と
し
て
保
存
し

た
り
、
自
分
だ
け
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
作

っ
た
り
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
で
素
晴
ら
し
い
自
然
や
風
景
の
映
像
鑑
賞
が
で
き

ま
す
。

五
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

電
子
メ
　
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
が
主
に
な

っ

て
い
る
イ
ン
タ
‐
ネ

ッ
ト
で
す
が
、
今
後
、
無
限
の

楽
し
み
方
を
秘
め
て
い
ま
す
。

時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
家
族

・
友
人
と
メ

ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
た
り
、
旅
行
先
の
宿
泊
場
所

を
検
索
し
た
り
、
た
ま
に
は
ネ

ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ

と
自
分
な
り
の
楽
し
み
方
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
は
、
通
話
料
金

・
登
録
先
プ

ロ
バ
イ
ダ
　
利
用
料
金
が
必
要
で
す
が
、
気
に
な
ら

な
い
料
金
制
度

（接
続
時
間
無
制
限

・
定
額
制
が
あ

り
ま
す
が
）
と
画
像
表
示
の
よ
り
高
速
化
が
可
能
な

回
線
提
供
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
は
苦
手
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
、
誰
で

も
操
作
で
き
ま
す
。
少
し
慣
れ
れ
ば
こ
ん
な
に
便
利

で
楽
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
一思
い
市
可

た
が

吉
日
」
目
的
を
決
め
た
ら
迷
わ
ず
ス
タ
　
ト
し
ま
し

レＦ
つ
。

□
―
タ
リ
ー
名
誉
会
員
　
皆
様
に
感
謝

近
沢
　
美
義

（高
知
市
）

平
成
十
二
年
六
月
二
十

一
日
、
高
知
北

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
名
誉
会
員
の
ご
指
名
を
頂
き
ま
し
た
。

坂
出
オ
ブ
以
来
二
十
六
年
間
、
微
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
し
た
。
思
え
ば
遥
け
く
も
来
た
る
か
な
わ
が

人
生
。
Ｒ
Ｃ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
、
電
電
会
館

労
働
組
合
、
旧
軍

（通
信
学
校
）
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

東
京
、
大
阪
、
松
山
、
高
松
、
坂
出
、
徳
島
、
高

知
、
窪
川
、
土
佐
中
村
、
そ
し
て
北
京

（中
国
）
等

に
お
い
て
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
ご
堀
懇
を
頂
き
ご
教

導
に
預
か
り
ま
し
た
。
皆
々
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

名
誉
こ
の
上
な
き
名
誉
会
員
、
無
上
の
光
栄
と
存

じ
、
拙
き
わ
が
人
生
の
誇
り
と
銘
じ
て
な
お
奉
仕
に

力
を
尽
く
し
て
行
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

ご
縁
あ

っ
て
お

つ
き
合
い
頂
い
た
方
々
に
重
ね
て

お
礼
申
し
上
げ
、
土
佐

の

一
隅
か
ら
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
ｃ

（平
成
十
二
年
六
月
二
十
六
日
　
馬
齢

の
称
号
と
覚
え
て
）

尾

頃齢力ヽもめに費生
塩
田
　
勝
重

（重
信
町
）

”人
生
七
十
年
古
来
稀
百
歳
光
陰
員
迅
速
“

人
生
七
十
年
、
選
ば
れ
て
母
の
胎
内
か
ら
現
世
に

生
ま
れ
て
こ
の
か
た
、
心
臓
は

一
秒
た
り
と
も
体
ま

（
‐３
ぺ
‐
じ
中
段

へ
続
く
）

）
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俳
　
句

　

（香
川
）

．　
　
　
　
赤
井

手
を

つ
な
ぐ
格
好
の
雲
春
の
空

．　
　
　
　
　
　
　
　
池
田

数
珠
玉
を
欲
し
が
る
孫
子
と
土
手
を
這
い

・一　
　
　
　
　
　
　
河
端

一
筆
に
記
す
詩
魂
や
天
高
し

谷
條

か
が
り
火
を
焚
き
て
鵜
匠
の
綱
し
ま
る土

居
　
松
風

夜
の
秋
の
風
と
は
し
け
り
ど
の
部
屋
も中

山
　
忠
彦

車
椅
子
押
す
手
を
止
め
て
踊
り
の
手

東
原
シ
ズ
子

朝
市
の
に
ぎ
お
う
て
を
り
神
の
留
守

三
井
　
　
昭

尿
に
二
度
三
度
目
覚
め
て
明
易
し

村
尾
　
和
子

母
と
な
り
花
満
開
を
退
院
す

横
田
　
　
浩

遠
花
火
瀬
戸
航
く
船
の
灯
の
向
こ
う

川
　
柳

　

（香
川
）

森
安
　
文
子

襖
倒
し
て
移
い
蝉
の
夏
が
逝
く

唯
好

治
豊菫

ユ

昭
平

氏

　

　

　

名

越
智
　
政
則
様

大
原
　
　
進
様

土
居
久
仁
雄
様

中
井
　
正
明
様

佐
々
木
　
猛
様

朝
倉
憲
太
郎
様

大
浦
栄
二
郎
様

水
田
　

一
雄
様

安
川

　

一
郎
様

原
田
　
長
明
様

伊
藤
　
慶
子
様

住
田
　
　
豊
様

山
下
　
謙

一
様

清
水
　
朝

一
様

川
原
　
真

一
様

露
口
　
一黒
一
様

石
川
　
輝
義
様

節
の
離
地

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

吾
北
村

高
松
市

松
山
市

香
川
町

徳
島
市

高
知
市

松
山
市

徳
島
市

松
山
市

徳
島
市

松
山
市

新
居
浜
市

Y YttYマ イイYYYイ YYYYYY曇
PP,PfflllllFFFFFF賃
181616111421181410 1 41616121210 2日

幹
8262857574765974738880807472777372 歳

▼
十

一
月

一
日
か
ら

一優
先
接
続
制
度
」
の
企
業
宣

伝
が
解
禁
さ
れ
、
新
た
な
局
面
を
迎
え
ま
す
。

熾
烈
な

ユ
ー
ザ
ー
獲
得
戦
線
の
中
で
、
現
役
は
大

変
な
苦
労
を
し
て
お
り
ま
す
。

前
号
で
も
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

「
マ
イ
ラ
イ
ン

プ
ラ
ス
」
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
援
の
輪
を
更
に
拡
げ
る
よ
う

重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

▽
実
り
の
秋
と
な
り
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
は
読
書
や

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
頭
の
体
操
を
し
て
、
脳
細
胞
の

目
減
り
を
先
送
り
し
た
い
も
の
で
す
。

▼
会
員
の
訃
報
は
、
各
県
支
部

の
事
務
局

へ
、
急
ぎ
　
▽
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
。
会
員
皆
様
の
ご
自
愛
を

ご
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
、
お
気
づ
き
の
方
は
、
ご
協
　
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
本
）

従
六
位
勲
五
等
旭
日
章

従
六
位
勲
六
等
瑞
宝
章

従
五
位
勲
四
等
瑞
宝
章

正
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章

勲
六
等
瑞
宝
章

従
六
位
勲
六
等
旭
日
章

中
川
　
昭
次
様

大
原
　
　
進
様

中
井
　
正
明
様

土
居
久
仁
雄
様

佐
々
木
　
猛
様

水
田
　

一
雄
様

野
鳥
の
楽
園
　
　
　
石
元
　
克
周

（松
山
市
）

重
信
川

（松
山
市
）
の
河
回
は
、
秋
口
に
非
常
に

美
し
く
な
る
。
夕
方
が
最
高
で
あ
る
。
海
が
オ
レ
ン

ジ

。
赤

・
黄
金
色
と
刻

一
刻
と
変
化
す
る
。

そ
の

一
方
で
野
鳥
が
た
く
さ
ん
戯
れ
て
お
り
、
我

が
人
生
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
場
所
で
あ
る
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第

一
一
二
号

発
　
を何
　
平
成
十
二
年
十
月

一
日

編
　
集
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電
　
話
　
〇
八
九

―
九
三
六
‐
二
〇
二
三

印
　
刷
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
電
話
帳
株
式
会
社
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ケン          タ

毎月、県 内通話が多かった電話番号
<BEST3(電橋F)>を、自動で選択 !定額料なし !

電話番号自動選択型割引サービス

ケンクくた
輔 12年 10ロサ~じス開胎

県内通話/通信のうち、 1が日間の軍計通話
/通信糾の上位3電話番号への通話/通信を、
自動的に選択し害」弓l<サーじスです。
◎割引率は県内市外通話/通信が30%、 市内通話/通信が10%です。

[割 引対象区域]

てしたら、ケンク<んにおまがせ<ださい。

お問い合わせ・お申し込みは ……………局晋なしの「 l16」 ヘ
営業時間 :年前9時～年後5時    土曜。日曜・祝日t体まず営業いたしております。

(年末年始 12日 29日～ 1日 3日は除く)

●インクーネットでも情報提供中。NTT西 日本 http:www.n■―wcst.cojp

市外 (県 内)通話

30%害J引
市内通話

10%害J引

市内通話/通信

10%割引

定額糾のない
おトクな割弓|サーじスは

ないのがな?

iOアイプラン
こカロ入しているたてすが、
インクーネットL・A外の
通話糾七害」弓|になる
J―じス|まないの?
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